
  
令 和 ８ 年
（２０２６)

１ 月 号

発行 滋賀県高速道路交通警察隊：滋賀県高速道路交通安全協議会

年 始 に は 、 レ ジ ャ ー や 帰 省 に 伴 い 、 車 両 集 中 に よ る 渋 滞 が 発 生

し ま す 。 長 時 間 の 運 転 を 強 い ら れ 、 イ ラ イ ラ や 疲 労 が

蓄 積 す る と 運 転 に 対 す る 集 中 力 が 欠 け て 注 意 が 散 漫

に な り 、 交 通 事 故 に 発 展 し や す く な り ま す 。 年 始 に 運

転 さ れ る 際 は 、 次 の こ と に 注 意 し ま し ょ う 。

☆ 休 憩 を 取 り な が ら 運 転 を し ま し ょ う

☆ 運転が長時間に及ぶと集中力が欠け、注意が散漫になる

とともに思考力が低下して操作ミスが起きる可能性が高く

なります。こまめに休憩をとるようにしましょう。

また、眠気を感じたら、速やかにＳＡ ・ Ｐ Ａ等休憩出来ると

ころに停まり、眠気を解消させてから運転をしましょう 。

☆ 道 路 交 通 情 報 を 確 認 し ま し ょ う
☆ 道路が渋滞し、予定通りに車が進まないとイライラした気持

ちで運転することになり、交通事故の原因となります。

事前に道路交通情報を確認し、時間に余裕のある運行計画

を立てましょう。

☆ 出 か け る 前 に 車 両 の 点 検 を し ま し ょ う
☆ 燃料 、ブ レーキ装置 、灯火類などの点検は確実に行い

ましょう。

☆ 車の故障などで 、万一高速道路上で車を止めなければ

ならなくなった場合に必要な停止表示板、発炎筒等を準

備しておきましょう。



近年、長時間の運転を原因とした「過労運転」や体調不良、持病や風邪等

の治療薬・市販薬の服用による「眠気やだるさ」を催すなかでの運転の強行、

向精神剤や危険薬物使用による運転など、運転者の健康状態に起因する悲惨

な交通事故が全国的に発生しています。次のことに注意しましょう。

” L e t ' ｓ b r e a k ”
気持ちのリセット！高速乗ったらコマメな休憩を！

◎少 しで も 「 疲れ た 」 「 眠 た い 」 と 感 じ た ら 、 早 め に サー ビ ス エ リ ア

やパー キン グ エ リ アで休息を取 っ て下 さ い 。

◎ ま た 、 疲 れ な ど を 感 じ な く て も 、 長 距 離 に 渡 っ て 走 行 す れ ば 、

脇 見 を し た り 考 え 事 を す る な ど 漫 然 運 転 と な る お そ れ が あ る

ので 、 こ ま めに休憩を取 り 、 「 ひ と 息入れ て 」 安 全 運 転 に 努 め て 下 さ い 。

①体調の優れないときは運転を控える。

②疲れを感じたときは早めに休憩を取る。

③職場では健康状態を把握し、体調によっては運転を

控えさせるなどお互いに気をつける。

①風邪薬、解熱鎮痛剤、鼻炎薬には抗ヒスタミン剤が含まれるものが多い

ため「眠気・だるさ」を感じたり、「頭がボーッとする」ことがある。

②血圧降下剤は血圧の降下に伴い、「めまい・ふらつき」が生じることがある。

③治療薬等を服用するときは、運転しても良いかを医師に

相談する。

④飲酒により、薬の副作用が大きくなることがある。

★ そ も そ も 違 法 ★

①向精神剤・危険薬物（ＭＤＭＡ，ハーブ、アロマオイル等）は中毒など

で心身を損なう大きな危険（麻薬、覚醒剤以上に有害とされる）がある

ことに加え、繰り返し使いたくなる「依存性」の高い危険なものである

ことを認識する。

②意識障害、けいれん、呼吸困難などを起こして本人が苦しむだけでなく、

幻覚や興奮のために他人に暴力をふるったり、車を運転して暴走し、ひ

き逃げや死亡事故などの重大な犯罪を引き起こす危険性が高くなる。


